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(57)【要約】
　非接触印刷のための本質的に平面状の試験基体を提供
する。この基体は、第１の表面エネルギーを有し平面状
測定部分を有する第１の層を有する。第１の層の少なく
とも測定部分上に液体閉じ込めパターンが存在する。液
体閉じ込めパターンは、第１の表面エネルギーとは異な
る第２の表面エネルギーを有する。第１の層の測定部分
と液体閉じ込めパターンとは合わせて実質的に平面状で
ある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本質的に平面状の試験基体であって：
　第１の表面エネルギーを有し平面状測定部分を有する第１の層と、
　前記第１の層の少なくとも前記測定部分上の液体閉じ込めパターンであって、第２の表
面エネルギーを有する液体閉じ込めパターンと
を含み、
　前記第１の層の前記測定部分と前記液体閉じ込めパターンとは合わせて実質的に平面状
であり、前記第２の表面エネルギーが前記第１の表面エネルギーとは顕著に異なることを
特徴とする試験基体。
【請求項２】
　前記第１の層が支持体を含むことを特徴とする請求項１に記載の試験基体。
【請求項３】
　前記第１の層が支持体上の有機層を含むことを特徴とする請求項１に記載の試験基体。
【請求項４】
　前記有機層が少なくとも１つの活性材料を含むことを特徴とする請求項３に記載の試験
基体。
【請求項５】
　前記有機層が少なくとも１つの不活性材料を含むことを特徴とする請求項３に記載の試
験基体。
【請求項６】
　前記第１の層が無機層を含むことを特徴とする請求項１に記載の試験基体。
【請求項７】
　前記第１の層が、気相堆積、液相堆積、および熱転写からなる群から選択される技術に
よって形成されることを特徴とする請求項１に記載の試験基体。
【請求項８】
　前記閉じ込めパターンが、前記第１の層よりも高い表面エネルギーを有することを特徴
とする請求項１に記載の試験基体。
【請求項９】
　前記閉じ込めパターンが、前記第１の層よりも低い表面エネルギーを有することを特徴
とする請求項１に記載の試験基体。
【請求項１０】
　前記閉じ込めパターンがＬＳＥ材料を含むことを特徴とする請求項１に記載の試験基体
。
【請求項１１】
　前記ＬＳＥ材料がフッ素化されていることを特徴とする請求項１０に記載の試験基体。
【請求項１２】
　液体印刷組成物をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の試験基体。
【請求項１３】
　前記液体印刷組成物が、前記第１の層の表面エネルギーよりも低いが、前記閉じ込めパ
ターンの表面エネルギーとほぼ同じかそれよりも大きい表面エネルギーを有することを特
徴とする請求項１２に記載の試験基体。
【請求項１４】
　前記液体閉じ込めパターンがＲＳＡ組成物を含むことを特徴とする請求項１に記載の試
験基体。
【請求項１５】
　前記ＲＳＡ組成物がフッ素化されていることを特徴とする請求項１４に記載の試験基体
。
【請求項１６】
　本質的に平面状の試験基体上に閉じ込めパターンを形成する方法であって、前記試験基
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体が、第１の表面エネルギーを有し平面状測定部分を有する第１の層と、前記第１の層の
少なくとも前記測定部分上の、第２の表面エネルギーを有する液体閉じ込めパターンとを
含み、
　前記第１の層の前記測定部分と前記液体閉じ込めパターンとは合わせて実質的に平面状
であり、前記第２の表面エネルギーが前記第１の表面エネルギーとは顕著に異なり、
　前記閉じ込めパターンを形成するために、ＲＳＡ組成物を前記第１の層に適用するステ
ップと、
　前記ＲＳＡ組成物を放射線にパターン露光するステップであって、それによって前記閉
じ込めパターンの一部が露光し、一部が未露光となるステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　放射線への露光後に前記ＲＳＡ組成物を現像して、前記露光領域または前記未露光領域
のいずれかを除去するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ＲＳＡ組成物がフッ素化されていることを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　現像が、加熱、液体組成物による処理、吸収材料による処理、および粘着性材料による
処理からなる群から選択される技術を含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　放射線に露光すると前記ＲＳＡ組成物が前記第１の層と反応し、露光後に前記ＲＳＡ組
成物を現像して、前記未露光領域内の前記ＲＳＡ組成物を除去するステップをさらに含む
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　露光後に前記ＲＳＡ組成物を現像して、前記露光領域内のＲＳＡ組成物を部分的に除去
するステップをさらに含むことを特徴とする請求項２０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に非接触印刷のための試験基体に関する。この基体は、プロセスおよび
配合の変量を最適化するために使用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　電子デバイス、光学デバイス、および生物医学デバイス－有機発光ダイオード（「ＯＬ
ＥＤ」）ディスプレイ、回路、トランジスタアレイ、高周波識別（「ＲＦＩＤ」）タグ、
センサー、カラーフィルター、薬物送達システムなどのパターン化のために非接触印刷方
法が開発されている。典型的には、これらは、均一な乾燥厚さを有するパターン化された
印刷層を正確に堆積する必要がある。非常に高解像度であり、多くの表面上に適用できる
と言う理由で、印刷パターンを画定する興味深い手段の１つでは、反応性界面活性材料が
使用される。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】ＣＲＣ化学物理ハンドブック第８１版（ＣＲＣ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏ
ｆ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ，８１st　Ｅｄｉｔｉｏｎ）（２００
０－２００１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　印刷された材料のパターンの許容範囲、厚さ、および均一性は、プロセス変量（たとえ
ば、印刷ヘッド速度、インク流速、温度、ノズル設計）、液体インクの配合（たとえば、
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溶媒および溶質の濃度、粘度、表面張力）、基体設計（たとえば、界面化学および表面粗
さ、ぬれが望ましい部分と防止される部分とのパターン）、およびインクの乾燥に依存し
、これらは複雑に関連している。これらの変量を同時に最適化し、それによって印刷品質
を最適化するための効率的な手段が必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本質的に平面状の試験基体であって：
　第１の表面エネルギーを有し平面状測定部分を有する第１の層と、
　第１の層の少なくとも測定部分上の、第２の表面エネルギーを有する液体閉じ込めパタ
ーンとを含み、
　第１の層の測定部分と液体閉じ込めパターンとは合わせて実質的に平面状であり、第２
の表面エネルギーが第１の表面エネルギーとは顕著に異なる試験基体を提供する。
【０００６】
　以上の概要および以下の詳細な説明は、単に例示的および説明的なものであり、添付の
特許請求の範囲によって規定される本発明を限定するものではない。
【０００７】
　本明細書において提示される概念の理解をすすめるために、添付の図面において実施形
態を説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】接触角の図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　当業者であれば理解しているように、図面中の物体は、平易かつ明快にするために示さ
れており、必ずしも縮尺通りに描かれているわけではない。たとえば、実施形態を理解し
やすくするよう視覚的な明解さのために、図面中の一部の物体の寸法が他の物体よりも誇
張されている場合がある。
【００１０】
　多数の態様および実施形態を以上に説明してきたが、これらは単に例示的で非限定的な
ものである。本明細書を読めば、本発明の範囲から逸脱しない他の態様および実施形態が
実現可能であることが、当業者には分かるであろう。
【００１１】
　いずれか１つまたは複数の本発明の実施形態のその他の特徴および利点は、以下の詳細
な説明および特許請求の範囲から明らかとなるであろう。この詳細な説明は、最初に、用
語の定義および説明を扱い、続いて、第１の層、閉じ込めパターン、基準マーク、印刷、
および最後に実施例を扱う。
【００１２】
　　（１．用語の定義および説明）
　以下に説明する実施形態の詳細を扱う前に、一部の用語について定義または説明を行う
。
【００１３】
　有機化合物に言及する場合の用語「フッ素化」は、その化合物中の１つまたは複数の水
素原子がフッ素で置き換えられていることを意味することを意図している。この用語は、
部分フッ素化材料および完全フッ素化材料を含んでいる。
【００１４】
　用語「放射する／放射」は、このような放射が放射線、波、または粒子のいずれの形態
であるかとは無関係に、あらゆる形態の熱、電磁スペクトル全体の範囲内、たとえば亜原
子粒子などのあらゆる形態のエネルギーを与えることを意味する。
【００１５】
　用語「反応性界面活性組成物」は、放射線感受性である少なくとも１つの材料を含む組
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成物であって、層に適用すると、その層の表面エネルギーが低下する組成物を意味するこ
とを意図している。反応性界面活性組成物を放射線に露光すると、その組成物の少なくと
も１つの物理的性質が変化する。この用語は「ＲＳＡ」と略記され、放射線への露光前お
よび露光後の両方の組成物を意味する。
【００１６】
　材料に言及する場合の用語「放射線感受性」は、放射線に露光すると、材料の少なくと
も１つの化学的性質、物理的性質、または電気的性質が変化することを意味することを意
図している。
【００１７】
　用語「表面エネルギー」は、材料から単位面積の表面を形成するために必要なエネルギ
ーである。表面エネルギーの特徴の１つは、ある表面エネルギーを有する液体材料が、そ
れより低い表面エネルギーを有する表面をぬらさないということである。液体の表面張力
も本明細書においては表面エネルギーと呼ぶ。
【００１８】
　表面エネルギーに言及する場合の用語「顕著に異なる」は、第１の表面エネルギーを有
する第１のフィルム上のフェニルヘキサンの接触角が、第２の表面エネルギーを有する第
２のフィルム上のフェニルヘキサンの接触角と少なくとも１０°異なることを意味するこ
とを意図している。
【００１９】
　用語「層」は、用語「フィルム」と交換可能に使用され、希望する領域を覆うコーティ
ングを意味する。この用語は大きさによって限定されない。この領域は、デバイス全体の
大きさであってもよいし、実際の視覚的表示などの特殊な機能領域の小ささ、または１つ
のサブピクセルの小ささであってもよい。層およびフィルムは、気相堆積、液相堆積（連
続的技術および不連続技術）、および熱転写などの従来のあらゆる堆積技術によって形成
することができる。
【００２０】
　用語「液体組成物」は、材料が溶解して溶液を形成する液体媒体、材料が分散して分散
液を形成する液体媒体、あるいは材料が懸濁して懸濁液またはエマルジョンを形成する液
体媒体を意味することを意図している。「液体媒体」は、溶媒または担体流体を加えなく
ても液体である材料、すなわち、その凝固温度よりも高温における材料を意味することを
意図している。
【００２１】
　用語「測定部分」は、印刷試験が行われる試験基体の部分を意味する。測定部分は、試
験基体全体の大きな部分を表す場合も小さい部分を表す場合もある。
【００２２】
　用語「液体閉じ込めパターン」は、工作物内または工作物上のパターンであって、その
ような１つまたは複数のパターンが、単独で、または集合的に、工作物上を液体が流れる
ときに、ある領域内または範囲内に液体を束縛または案内する主機能を果たすパターンを
意味することを意図している。
【００２３】
　第１の層および閉じ込めパターンに言及する場合の用語「実質的に平面状」は、第１の
層および閉じ込めパターンの高さのばらつきが、追加層の臨界寸法の測定を妨害しないこ
とを意味することを意図している。一実施形態においては、実質的に平面状の閉じ込めパ
ターンの厚さは１００Å以下である。一実施形態においては、この厚さは１０Å以下であ
る。
【００２４】
　用語「液体媒体」は、純液体、複数の液体の組み合わせ、溶液、分散液、懸濁液、およ
びエマルジョンなどの液体材料を意味することを意図している。液体媒体は、１つまたは
複数のいずれの溶媒が存在するかとは無関係に使用される。
【００２５】
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　本明細書において使用される場合、用語「含んでなる」、「含んでなること」、「含む
」、「含むこと」、「有する」、「有すること」、またはそれらの他のあらゆる変形は、
非排他的な包含を扱うことを意図している。たとえば、ある一連の要素を含むプロセス、
方法、物品、または装置は、それらの要素にのみに必ずしも限定されるわけではなく、そ
のようなプロセス、方法、物品、または装置に関して明示されず固有のものでもない他の
要素を含むことができる。さらに、反対の意味で明記されない限り、「または」は、包含
的なまたはを意味するのであって、排他的なまたはを意味するのではない。たとえば、条
件ＡまたはＢが満たされるのは、Ａが真であり（または存在し）Ｂが偽である（または存
在しない）、Ａが偽であり（または存在せず）Ｂが真である（または存在する）、ならび
にＡおよびＢの両方が真である（または存在する）のいずれか１つによってである。
【００２６】
　また、本発明の要素および成分を説明するために「ａ」または「ａｎ」も使用されてい
る。これは単に便宜的なものであり、本発明の一般的な意味を提供するために行われてい
る。この記述は、１つまたは少なくとも１つを含むものと読むべきであり、明らかに他の
意味となる場合を除けば、単数形は複数形も含んでいる。
【００２７】
　元素周期表中の縦列に対応する族の番号は、（非特許文献１）に見ることができる「新
表記法」（Ｎｅｗ　Ｎｏｔａｔｉｏｎ）の規則を使用している。
【００２８】
　特に定義しない限り、本明細書において使用されるすべての技術用語および科学用語は
、本発明が属する技術分野の当業者によって一般に理解されている意味と同じ意味を有す
る。本明細書に記載されているものと類似または同等の方法および材料を使用して、本発
明の実施形態の実施または試験を行うことができるが、好適な方法および材料については
以下に説明する。本明細書において言及されるあらゆる刊行物、特許出願、特許、および
その他の参考文献は、特に明記しない限り、それらの記載内容全体が援用される。矛盾が
生じる場合には、定義を含めて本明細書に従うものとする。さらに、材料、方法、および
実施例は、単に説明的なものであって、限定を意図したものではない。
【００２９】
　本明細書に記載されていない程度の、具体的な材料、処理行為、および回路に関する多
くの詳細は従来通りであり、それらについては、有機発光ダイオードディスプレイ、光検
出器、光電池、および半導体要素の技術分野の教科書およびその他の情報源中に見ること
ができる。
【００３０】
　　（２．第１の層）
　試験基体中の第１の層は、印刷層が上に堆積される層である。第１の層は、印刷がその
内部に用いられる実際のデバイスと同じ材料または非常に類似した材料でできている。
【００３１】
　ある実施形態においては、第１の層は支持体を含む。用語「支持体」は、剛性または可
撓性のいずれであってもよく、１つまたは複数の材料の１つまたは複数の層を含むことが
できる母材を意味することを意図しており、このような材料としては、ガラス、ポリマー
、金属、またはセラミック材料、あるいはそれらの組み合わせを挙げることができるが、
これらに限定されるものではない。
【００３２】
　ある実施形態においては、第１の層は、支持体上の有機層を含む。この有機層は、デバ
イスの活性層であってよい。用語「活性材料」は、デバイスの動作を電子的に促進する材
料を意味する。活性材料の例としては、電子または正孔のいずれであってもよい電荷を伝
導、注入、輸送、または遮断する材料、あるいは、放射線を受けた場合に、放射線を放出
したり電子－正孔対の濃度変化を示したりする材料が挙げられるが、これらに限定される
ものではない。有機層は、デバイスの不活性層であってもよい。不活性材料の例としては
、平坦化材料、絶縁材料、および環境障壁材料が挙げられるが、これらに限定されるもの
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ではない。
【００３３】
　ある実施形態においては、第１の層は、支持体上の無機層を含む。この無機層はデバイ
スの電極であってよい。
【００３４】
　第１の層の少なくとも測定部分は、ほぼ平坦で平面状である。これが、閉じ込めパター
ンが上に適用され印刷が試験される領域である。平面部分の外側の領域は、希望に応じて
他の構造を有することができる。
【００３５】
　第１の層は、気相堆積技術、液相堆積技術、および熱転写技術などのあらゆる堆積技術
によって形成することができる。一実施形態においては、第１の層は液相堆積技術によっ
て堆積され、続いて乾燥される。この場合、第１の材料が、液体媒体中に溶解または分散
される。液相堆積方法は、連続的であっても不連続であってもよい。連続液相堆積技術と
しては、スピンコーティング、ロールコーティング、カーテンコーティング、浸漬コーテ
ィング、スロットダイコーティング、スプレーコーティング、および連続ノズルコーティ
ングが挙げられるが、これらに限定されるものではない。不連続液相堆積技術としては、
インクジェット印刷、グラビア印刷、フレキソ印刷、およびスクリーン印刷が挙げられる
が、これらに限定されるものではない。一実施形態においては、第１の層は連続液相堆積
技術によって体積される。
【００３６】
　　（３．閉じ込めパターン）
　閉じ込めパターンは、第１の層の測定部分に適用される。閉じ込めパターンは、第１の
層の表面エネルギーとは実質的に異なる表面エネルギーを有する。閉じ込めパターンの表
面エネルギーは、第１の層の表面エネルギーよりも高い場合も低い場合もある。ある実施
形態においては、閉じ込めパターンの表面エネルギーは第１の層の表面エネルギーよりも
低い。
【００３７】
　第１の層と閉じ込めパターンとの間の表面エネルギーの差を使用することで、印刷され
る領域が画定される。ある実施形態においては、液体印刷組成物は、第１の層の表面エネ
ルギーよりも低いが、閉じ込めパターンの表面エネルギーとほぼ同じまたはそれよりも高
い表面エネルギーを有する。したがって、液体組成物は第１の層をぬらすが、閉じ込めパ
ターン領域からはじかれる。印刷中、この液体は閉じ込めパターン上に押し付けられるが
、ぬらすことはない。
【００３８】
　一実施形態においては、閉じ込めパターンは、あるパターンで低表面エネルギー材料（
「ＬＳＥ」）を第１の層上に適用することによって形成される。用語「低表面エネルギー
材料」は、低表面エネルギーを有する層を形成する材料を意味することを意図している。
ＬＳＥは、第１の層よりも低い表面エネルギーを有する閉じ込めパターンを形成する。一
実施形態においては、ＬＳＥはフッ素化材料である。ＬＳＥは気相堆積または熱転写によ
って適用することができる。ＬＳＥは、液体組成物から不連続液相堆積技術によって適用
することができる。
【００３９】
　一実施形態においては、液体閉じ込めパターンは、ＬＳＥのブランケット層を堆積する
ことによって形成される。続いて、あるパターンでＬＳＥが除去される。これは、たとえ
ばフォトレジスト技術の使用、またはレーザーアブレーションによって行うことができる
。一実施形態においては、ＬＳＥは熱に対して不安定であり、ＩＲレーザーで処理するこ
とで除去される。
【００４０】
　一実施形態においては、閉じ込めパターンは、反応性界面活性組成物（「ＲＳＡ」）を
第１の層に適用することによって形成される。このＲＳＡは、低表面エネルギーを有する
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放射線感受性組成物である。一実施形態においては、ＲＳＡはフッ素化材料である。放射
線に露光すると、ＲＳＡの少なくとも１つの物理的性質および／または化学的性質が変化
し、露光領域と未露光領域とで物理的な差が生じうる。ＲＳＡで処理すると、処理された
材料の表面エネルギーが低下する。ＲＳＡをプライマー層に適用した後、あるパターンで
放射線に露光して現像すると、露光領域または未露光領域が除去される。現像技術の例と
しては、加熱、液体媒体による処理、吸収材料による処理、粘着性材料による処理などが
挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００４１】
　一実施形態においては、放射線に露光すると、ＲＳＡが下にある第１の層と反応する。
この反応の厳密な機構は、使用される材料に依存する。放射線に露光した後、前述のよう
な好適な現像手段によって未露光領域のＲＳＡが除去される。ある実施形態においては、
ＲＳＡは未露光領域でのみ除去される。ある実施形態においては、ＲＳＡは、露光領域に
おいても部分的に除去され、それらの領域内では、より薄い層が残留する。ある実施形態
においては、露光領域において残存するＲＳＡは５０Å未満の厚さとなる。ある実施形態
においては、露光領域中に残存するＲＳＡは、実質的に単層の厚さである。
【００４２】
　　（４．基準マーク）
　臨界寸法の測定を妨害しない閉じ込めパターンは、印刷および測定装置を正確に位置合
わせするときに配置が困難である場合が多い。したがって、ある実施形態においては、試
験基体は、プリンタ、自動測定システムなどの位置合わせが可能な目に見える基準マーク
を含む。これらのマークは、信頼性があり試験基体の後の処理によって劣化しない方法で
、印刷、エッチング、刻印、またはその他の適用を行うことができる。一実施形態におい
ては、位置合わせマークは、フォトリソグラフィ法を使用してエッチングされる。閉じ込
めパターンの形成にＲＳＡが使用される場合、閉じ込めパターンと基準マークの解像度お
よび精度はほぼ同じになる。
【００４３】
　　（５．印刷）
　非接触印刷の種類としては、インクジェット印刷、連続ノズル印刷、およびそれらの変
形が挙げられる
【００４４】
　多くの場合、印刷は、平面ではない基体上で行う必要があり、すなわち基体は印刷され
る公称面とは異なる高さの構造を有する。構造は、回路によるものである場合もあるし、
特定の領域にインクを閉じ込める必要がある場合もあるし、その他の要因がある場合もあ
る。構造が存在する場合、印刷材料の限界寸法の測定が困難となることが多い。臨界寸法
としては、乾燥層厚さ、線幅、線の位置対所望の位置等が挙げられる。乾燥させた印刷層
の寸法が、構造の寸法よりもはるかに小さくなりうる場合に問題が生じ、印刷された材料
の厚さ（および特に厚さの均一性）を測定する場合に特にこのことが言える。したがって
、構造のばらつきによって、印刷された層にばらつきが生じ、そのようなばらつきにおっ
て測定または定量が困難となりうる。
【００４５】
　本明細書に記載される新規平面状試験基体は、フィルム厚さおよび均一性の明確な測定
が行われる。測定領域中の閉じ込めパターンおよび第１の層は実質的に平面である。位置
合わせマークなどの他の高さがばらつく部分は、測定領域の外側に配置される。
【００４６】
　プロセス能力を特徴付ける測定基準の１つは、確実に印刷できる最小の特徴を測定する
ことである。この測定を行うための閉じ込めパターンは、種々の大きさの特徴を有し、そ
れらの特徴の間には種々の距離が存在する。まとめると、特徴の大きさおよび間隔によっ
て印刷可能な解像度が特徴付けられる。
【００４７】
　別の測定基準の１つは、特徴（ディスプレイのピクセル、回路、薬用パッチなど）を印
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刷するために利用可能な空間と、望ましくないオーバープリント（色の混合、短絡、化学
汚染、クロストークなど）を防止するために印刷される特徴間に必要なマージンとの比率
である。これは、フィルファクター、または口径比と呼ばれることもある。試験基体上で
、印刷に利用可能な空間は、インクがぬらす領域に相当し、マージンはインクがはじかれ
る領域に相当する。本発明の閉じ込めパターンは、種々のフィルファクターを有するパタ
ーンを含む。
【００４８】
　他の測定基準は、インクが拡散して、楕円、長方形、くびれ、発散する直線および曲線
などの単純な直線以外の種々の幾何学パターンを満たす能力などの、印刷される形状に基
づいて推測することができる。一例は、閉じ込めパターンによって画定される回路線内で
曲がる直角の周囲をインクが流れる能力の試験である。
【００４９】
　これらの試験パターンのすべては、対象となる最小寸法の信頼性のある測定が可能とな
る十分な距離で分離され、典型的にはこれらの寸法は数ミクロンまたは数ミリメートル程
度である。統計的に有意な数の試料の印刷に必要な費用および時間を削減するために、本
発明は、比較的広い面積にわたって均一に評価できる方法で測定を繰り返すことができる
多くの繰り返しパターンを含んでいる。「広い面積」の解釈は、印刷されるデバイスによ
って変動するが、典型的には数ミリメートル、数センチメートル、または数メートル程度
である。
【実施例】
【００５０】
　本明細書に記載される概念を、以下の実施例においてさらに説明するが、この実施例に
よって、特許請求の範囲に記載される本発明の範囲が限定されるものではない。
【００５１】
　　（実施例）
　この実施例では、試験基体の作製、および適切な処理ツールを選択するためのそれらの
使用について説明する。
【００５２】
　厚さ０．７ｍｍのガラスの１５ｃｍ平方の２枚のシートの一方の面に約１３０ｎｍのＩ
ＴＯをスパッタコーティングした。印刷および厚さ測定の位置合わせ目標を形成するため
に、フォトリソグラフィによってＩＴＯにパターン化した。このＩＴＯは、印刷および厚
さ測定が行われる測定部分にはパターン化しなかった。住友化学（Ｓｕｍｉｔｏｍｏ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．）（東京）のＨＴ１２のコーティングを、トルエン中約０．４％
ｗ／ｖからのスピンコーティングによって適用して、約２０ｎｍの乾燥厚さを得た。これ
らのコーティングを、窒素パージした２００Ｃの対流式オーブン中で硬化させた。５ｍｌ
の溶液を適用し６００ｒｐｍで６０秒間回転させることによって、パーフルオロオクタン
中のヘンイコサフルオロアクリル酸ドデシル（ＨＦＤＡ）の約３％ｗ／ｖ溶液を、硬化さ
せたプライマーコーティング上にスピンコーティングした。ＨＦＤＡを適用するために２
つの異なるスピンコーターのコーターＨおよびコーターＣを使用した（試験基体の領域上
に印刷される線幅の均一性を測定するためにこれらのコーターの性能を比較することがこ
の試験の目的であった）。ＩＴＯ層の位置合わせ位置に合わせた、０．１０６ｍｍの間隔
が開いた平衡性のパターンを形成するフォトマスクを通して、基体を、公称波長３６０ｎ
ｍの平行紫外線１０Ｊ／ｃｍ2に露光した。フォトマスクを通過した放射線をＨＦＤＡが
受ける領域内では、ＨＦＤＡとプライマーコーティングの表面とのグラフト化が起こった
。プライマーコーティングにグラフト化しなかったＨＦＤＡは、窒素パージした対流式オ
ーブン中１３０Ｃで３０分間蒸発させることによって除去した。これによって、以下に示
す特徴（印刷レーン）のサイズを有する６つの印刷パターンを有する平面上試験基体を作
製した。インクは印刷レーン内の表面をぬらし、印刷レーンの外側では非ぬれ性となる。
この非ぬれ性表面の均一性から、印刷された線幅の均一性が求められる。
【００５３】
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　出光興産（Ｉｄｅｍｉｔｓｕ　Ｋｏｓａｎ　Ｌｔｄ．）（日本国、千葉県（Ｃｈｉｂａ
，Ｊａｐａｎ））のＢＨ２１５およびＢＤ１１９を含有する発光インクを、９０％のトル
エンおよび１０％の３，４－ジメチルアニソールとの混合物から、ＤＮＳノズルプリンタ
を使用して、１１ミクロンノズルから４３マイクロリットル／分において、３ｍ／秒ノズ
ル速度で印刷した。印刷されたインクの線は、空気中周囲温度で乾燥させた。板の幅に沿
った７つの位置で６つの印刷パターンのそれぞれから約４０本の線を抽出して、ビーコ（
Ｖｅｅｃｏ）ＮＴ３３００光学プロフィロメータを使用して乾燥したインクの線の幅を測
定した。以下の表に結果を示す。
【００５４】
【表１】

【００５５】
　すべての場合で、コーターＣで得られた閉じ込め表面の均一性によって、より小さい標
準偏差を有する印刷線が得られている。ＨＦＤＡ溶液の適用にはコーターＣが好ましい。
【００５６】
　概要または実施例において前述したすべての行為が必要なわけではなく、特定の行為の
一部は不要である場合があり、１つまたは複数のさらに別の行為が、前述の行為に加えて
実施される場合があることに留意されたい。さらに、行為が列挙されている順序は、必ず
しもそれらが実施される順序ではない。
【００５７】
　以上の明細書において、具体的な実施形態を参照しながら本発明の概念を説明してきた
。しかし、当業者であれば、特許請求の範囲に記載される本発明の範囲から逸脱せずに種
々の修正および変更を行えることが理解できよう。したがって、本明細書および図面は、
限定的な意味ではなく説明的なものであると見なすべきであり、すべてのこのような修正
は本発明の範囲内に含まれることを意図している。
【００５８】
　特定の実施形態に関して、利益、その他の利点、および問題に対する解決法を以上に記
載してきた。しかし、これらの利益、利点、問題の解決法、ならびに、なんらかの利益、
利点、または解決法を発生させたり、より顕著にしたりすることがある、あらゆる特徴が
、特許請求の範囲のいずれかまたはすべての重要、必要、または本質的な特徴であるとし
て解釈すべきではない。
【００５９】
　本明細書において明記される種々の範囲内の数値が使用される場合、記載の範囲内の最
小値および最大値の両方の前に単語「約」が付けられているかのように近似値として記載
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されている。この方法では、記載の範囲よりもわずかに上およびわずかに下のばらつきを
使用して、その範囲内の値の場合と実質的に同じ結果を得ることができる。また、これら
の範囲の開示は、ある値の一部の成分を異なる値の一部の成分と混合した場合に生じうる
分数値を含めて、最小平均値と最大平均値との間のすべての値を含む連続した範囲である
ことを意図している。さらに、より広い範囲およびより狭い範囲が開示される場合、ある
範囲の最小値を別の範囲の最大値と一致させること、およびその逆のことが本発明の意図
の範囲内となる。
【００６０】
　別々の実施形態の状況において、明確にするために本明細書に記載されている特定の複
数の特徴は、１つの実施形態の中でまたは他の実施形態の中で組み合わせても提供できる
ことを理解されたい。逆に、簡潔にするため１つの実施形態の状況において説明した種々
の特徴も、別々に提供したり、あらゆる副次的な組み合わせで提供したりすることができ
る。

【図１】
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